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研究課題 
 

 
乾式メタン発酵の連続運転性能評価に関する研究 

 
研究状況 

 

 バイオマス資源の循環利用は、環境保全とエネルギー確保の視点から我が国の大きな課題として

広く認識されている。その方法の一つにメタン発酵法の導入が挙げられる。本法は、生ゴミなどの

有機性廃棄物をメタン発酵してエネルギーに変換するシステムであり、これまでも産業廃水を中心

に適用実績が多い技術である。従来は、メタン発酵を高速で行うよう水分調整して発酵を促進させ

ていたが、この方法ではメタン発酵済み液の二次処理が必要なため、建設コストとランニングコス

トの上昇が問題である。そのため、固形の有機性廃棄物への適用に関しては普及が鈍っているのが

現状である． 

 以上の背景のもと、固形原料を水希釈無しでメタン発酵させる乾式メタン発酵法が注目されてお

りバイオマスニッポン構想でも提唱されている。本技術については、欧州で一部開発されているも

のの連続運転に関する知見は無く、確立された技術は存在しないのが現状である。そこで、大成建

設(株)で開発した乾式メタン発酵装置を用いて、生ゴミ、牛フン等実際の原料を用いた連続性能評

価実験をスタートさせたところである。 
 

 
研究成果 

 
学会等での発表 
 プロジェクトをスタートさせたばかりで、まだ学会等での発表はしていない。 

 
 今後の研 
 究計画 

 
 生ゴミ、牛フン等実際の原料を用いた連続処理実験を継続して行い、大成建設(株)で開発した乾

式メタン発酵装置の性能を評価する。また、窒素含有量の高い固形有機性廃棄物を処理した場合、

アンモニア阻害の問題が想定され、これに対する方策を検討すると共に、実験より解決方法を実証

する。さらに、分子生物学的手法を用いてメタン発酵微生物群集を解析し、微生物の快適な環境を

構築するための装置の操作方法について、検討する。 

 


